








5.結論 

羊 1gG と FCA にて前処置したマウスに羊抗Ⅳ型コラゲン血清を 1 回静注投与したところ,

とくにddY系マウスには実験第4ケ月日より高率に腎糸球体Mes領域に1gAの沈着を認め,

さらにこの所見は永続した。またこの1gA 陽性例は通常形態学的にも MeS 領に沈着物を認

めた。BALB/C および C3H 系にはこのような所見は少なかった事実と併せて,マウスでは各

系にわたる同一処置後でも1gAのMes沈着には遺伝的にも決定された系特異性があり,また

Mes 沈着の 1gA は羊 1伊 G と局所にて組織障害性の in situ 免疫複合物を形成しているも

のと考えられた. 


